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五蘊会6部署が業務内の取り組みを振り返り、発表するこの報告会も今
年で「第7回」を迎えました。コロナウイルス感染対策として、今回は密
を防ぐために地域交流ホールで開催しました。発表者はもちろんのこと、
各発表毎にさまざまな質問が飛び交い、参加した職員も他部署の取り組み
を知り、学びを得る機会となりました。この発表会を通して、サービスの
質の向上、職員の成長へと繋げていきたいと思います。

形上小学校と琴海中学校で、認知症サポーター養成講座を行いました。
琴の浦荘からも6名の職員が参加しました。小学生からは「おじいちゃん
おばあちゃんが何か忘れていても怒らないようにします」などの感想が聞
かれていました。中学生からは、認知症の人はもちろん、そのお世話をす
るお母さんにも寄り添いたいと、それぞれ感想がありました。認知症に
なったとしても住みやすい地域を一緒に作っていきたいと思います。

10月、11月は物作りや畑作業、赤水公園へのドライブを企画しました。
物作りや畑作業は皆さん楽しく取り組まれていました。また、ドライブは
天気の良い日に恵まれたことで、利用者様は赤水公園から琴海地区を一望
する事ができ、「行ってよかった。」「あそこはコスモスがきれいだった
よ！」と、帰宅時の車内では会話も弾み、皆様とても楽しまれていました。

11月27日



10月は「スポーツの秋！」と題し、運動会を開催しました。紅組と白組
に分かれ、優勝目指して一生懸命頑張りました。11月は「食欲の秋！」と
題し、お好み焼きとお饅頭を作りました。生地を混ぜて練って焼いて、最
後は美味しく頂きました。おかわりされる方もおられ、「うまかねー！」
「楽しかった！」とたくさんの笑顔がみられました。また、新たな魅力と
して、メドマー機を導入しましたのでご利用の際は体験ください。

寒さを感じる季節となりました。ノロウィルス予防が必要な時期に嘔吐
物処理勉強会を実施しました。感染予防の為、例年よりもこまめに手洗い
などを行っていますが、ウイルスはどこに潜んでいるかわかりません。そ
こで今年も、実際に嘔吐があった時、どのような手順で対処するかを学ぶ
ことができました。改めて汚物処理の仕方を振り返る機会となりました。

11月19日

秋晴れが続き、琴海戸根の社が丘へ「彼岸花」見物に出かけました。
久々の外出に、良い気分転換となり、車窓から綺麗に咲いた彼岸花を皆さ
ん笑顔で眺めていらっしゃいました。また、11月には誕生日企画として、
ケーキ作りを行いました。右上の写真に写る次女性はなんと、100歳の
お誕生日を迎え、表彰状を誇らしげに広げ喜ばれていました。

今回の防災訓練は散水栓の設置箇所を施設内と屋外で確認し、散水栓の
仕組みと、実際に火災があったことを想定した屋外での放水訓練を行いま
した。緊急時の備えとして、実際に使用方法を確認することがとても大切
だと体験で再認識できました。避難誘導や設備確認、さらに今回のような
体験する訓練を継続することで、さらに気持ちが引き締まりました。

10月29日


